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「児童発達支援みんな」では、児童発達支援／放課後等デイサービス／保育所等 

訪問支援の事業を行っています。 

 

音韻意識について

先日、上越教育大学の坂口嘉菜先生の「聴覚障害の理解と生活・学習の支援」という

Youtube配信を見ました。長岡聾学校の耳や聞こえに関する理解研修会として配信された

ものです。とてもよいお話でしたが、その中に音韻意識の話がありました。 

音韻意識とは、簡単にまとめると「頭の中に日本語の 50 音があり、単語をきいたときに

『いくつの音でできているのか』『何の音が使われているのか』「その順序」が分かる状態」だ

そうです。単語を日本語の基本的音節に分化できるおよその時期は 4 歳半ということでし

た。音韻意識が育っていないと、単語を正しく表記できない原因にもなります。 

文字の存在がまだ分からない頃は、単語全体をとらえて理解します。成長するにつれ、だ

んだんと一つ一つの音が分かるようになります。例えば、「いぬ」ならば、「い」と「ぬ」ででき

ていることが分かるということです。そしてさらに、「かぼちゃ」や「らっぱ」の拗音（小さいや

ゆよ）や促音（小さいつ）にも気づいていきます。音韻意識がしっかり育っていないと書く力

にも影響するのです。よく言葉を言いながら、同時に手をたたくなどの練習をしますが、大

事な練習です。音韻意識があっても、発声することと手をたたくことの二つを同時に行うの

が苦手な場合もあるようですが。 

坂口先生のお話では、音韻意識を育てることば遊びとして「しりとり」「グリコじゃんけん」

「たぬきくんとことりちゃんの絵本」などが紹介されていました。 
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ホームページに評価アンケートの結果や

お便りが載っています。 

豆まきイベントをしました 

2 月の最初の週に豆まきのイベントを開

催しました。 

ひもでつるした風船や鬼のお面に向か

って、ボールプール用のボールをぶつけ

て楽しみました。「鬼は外」「福は内」と声

を出しながら、たくさん投げました。ばっ

ちり鬼を退治しましたよ。 
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